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 ●この「維持管理要領書」をよくお読みになり、正しい維持管理を行ってください。 
 ●この「維持管理要領書」は、維持管理契約を結ばれました専門業者の方にお渡しください。 
 
   維持管理要領書の本文に出てくる警告表示の部分は、浄化槽の

維持管理を行う前に注意深くお読みになり、よく理解してください。 

 
 

注意



 

安全のため必ずお守りください 
 

 

 

 浄化槽の維持管理をするにあたっては、この維持管理要領書に記載されている警告表示、注

意表示をよくお読みになったうえで、必ずお守りになり、安全には充分に配慮し 
てください。本書では、以下に示す絵表示を使用しています。 

  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危
険が想定される内容を示します。 

  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 

 １）消毒剤による発火・爆発・有毒ガス事故防止 

  ①消毒剤は強力な酸化剤です。消毒剤には、有機系の塩素剤と 
                        無機系の塩素剤の２種類があります。 
                        これらを一緒に薬剤受け（薬筒）に入れないでください。 

     ②消毒剤の取扱に際しては、目・鼻・皮膚を保護するため、ゴム手袋、防塵マスク、保護メ 
        ガネなどの保護具を必ず着用してください。 
        ③消毒剤を廃棄する場合は、販売店などにお問い合わせください。発熱・火災の危険が         

ありますので、消毒剤はごみ箱やごみ捨て場に絶対に捨てないでください。 

         これらの注意を怠ると、発火・爆発・有害ガスの生ずるおそれがあり、またこれらにより 
           傷害を生ずるおそれがあります。。 

 ２）作業中の酸欠などの事故防止     

  槽内に入る場合は、必ず酸素濃度・硫化水素濃度を測定し、 

               その安全を確かめてください。また、槽内で作業するときには 

               必ず強制換気をおこなうこと。 

             このような注意を怠ると、人身事故（死亡事故）の発生するおそれがあります。 
 ３）マンホール・点検口等からの転落・傷害事故防止 
  ①作業終了後、マンホール・点検口の蓋は、必ず閉めてください。 

                             また、ロック機構のあるものは、必ずロックしてください。 
        ②マンホール・点検口等の蓋のひび割れ・破損などの異常を発見したら、直ちに取り替え 
      てください。 
      これらの注意を怠ると、転落・傷害の生ずるおそれがあります。 

 ４）感電・発火、巻き込まれ事故防止 
   ①ブロワ・制御盤の近く（約５０ｃｍ以内）には、ものを置かないで 

                        ください 

        ②電源コードの上には、ものを置かないでください。 
          この注意を怠ると、感電・発火の生ずるおそれがあります。 
        ③ブロワの点検後、はずしたカバーは必ず取り付けてください。 
           カバーを取り付けないと、巻き込まれ事故のおそれがあります。 
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留意
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①コンセント火災事故防止のため、つぎのことをおこなってください。 

        電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、がたつきのないように根元 
       まで確実に差し込んでください。ほこりが付着したり、接続が不完全な場合に 

  は、漏電および感電や火災の生じるおそれがあります。 
②作業終了後、次の事項をおこなってください。 

        1)マンホール・点検口の蓋は必ず閉めてください。 
        2)電源は入れてください。 
        3)ブロワ・制御盤の近く（約５０ｃｍ以内）にものを置かないでください。 

③マンホール・点検口の枠及び蓋が鋳物または鋼製の場合には､定期的に錆を 

         除去して塗装してください。 
④保守点検の技術上の基準、清掃の技術上の基準などの諸法令及びメーカー 

      の維持管理要領書をを確実に守って維持管理をしてください。 
⑤浄化槽に入れる消毒剤は、浄化槽を使用するまでは開封しないで下さい。 

        これを守らないと、消毒剤から塩素ガスが発生し空気中の水分と反応し、塩酸 
         を生じ、このために金属類を腐食するおそれがあります。 

 

維持管理および法定検査について 
 

 浄化槽の保守点検、清掃、検査については、浄化槽法第８条～第１２条で定められ、浄

化槽管理者（施主）に義務付けられています。浄化槽管理者は、次の者に義務を委託でき

るとされています。 

●保守点検業務・・・浄化槽保守点検業者 

●清掃業務・・・浄化槽清掃業者 

 

法定維持管理回数および内容 

項  目 時期および頻度 内   容 

保守点検 
浄化槽の使用開始直前 

使用開始後は、４ヶ月に１回以上 
浄化槽の点検、調整又はこれらに伴う修理をする作業 

清  掃 １年に１回以上 

浄化槽内に生じた汚泥、スカム等の引き出し、その引き

出し後の槽内の汚泥等の調整ならびにこれらに伴う単位

装置及び付属機器類の洗浄、清掃等を行う作業 

浄化槽法 

第７条検査 

使用開始後３ヶ月を経過した日から 

５ヶ月間 

浄化槽法 

第11条検査 
１年に１回 

厚生大臣又は都道府県知事の指定する指定検査機関が

行う水質に関する検査 

一 般 的 な 留 意 事 項 
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１．はじめに 

 クボタ浄化槽ＫＮ－ＲＴ型は、家庭用で窒素除去が可能な高度処理型合併処理浄化槽

です。下水道が敷設されるまでの暫定設備としてではなく、恒久的に水環境を保全する

ための設備として必要な機能を備えています。この機能を十分に発揮できるように、Ｋ

Ｎ－ＲＴ型の特徴をご理解いただいたうえでご使用くださるようにお願いいたします。 

 
２．ＫＮ－ＲＴ型の特徴と概要 

２．１  ＫＮ－ＲＴ型の特徴 
 ＫＮ－ＲＴ型は、安定したＢＯＤ，窒素の除去をおこなうため、従来の家庭用合併処

理浄化槽とはことなる、次のような特徴をもっています。 

 
○安定した流量調整機能 
 流量調整部と定量移送・循環装置の組み合わせにより、流入水のピーク変動をカット

します。これにより安定したＢＯＤ、窒素除去が可能となりました。また、定量移送・

循環装置には、圧力空気を駆動源とする容積型ポンプを採用しているため、供給空気量

が変化しても移送・循環時の循環比はほとんど変わりません。 

 
○高いＢＯＤ除去機能 
 好気性処理部は、生物固定化担体を充填した担体流動ばっ気槽です。担体は従来の接

触材と比べ、約６倍の比表面積をもち、微生物の高濃度保持，高接触効率を可能として

います。このため、従来の接触ばっ気槽と比較して、容積は約 1/2となっています。ま

た、担体は常に流動化しているため、保持する生物量は一定に保たれ、逆洗操作の必要

もありません。生物固定化担体として、中空小円筒状担体を採用しています。 

 
○高いＳＳ除去機能 

 高速固液分離槽は、濾材を充填した一種の傾斜板沈殿池です。通常の沈殿槽と比較し

て、理論的には約20倍の水量負荷に耐えることができます。濾材として、中空小円筒状

担体を採用しています。 

 
○高い窒素除去機能 
  嫌気への循環及び好気への移送に安定性の高い容積型定量ポンプを用いています。安

定した流量調整による負荷の均一化と、高い硝化機能をもつ好気性生物固定化担体と、

高い脱窒率をもつ嫌気濾材と、定量移送・循環装置の組み合わせにより、高い窒素除去

機能を実現しています。 
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２．２ ＫＮ－ＲＴ型の構造と機能 

(1)処理方式 
  ＫＮ－ＲＴ型は処理方式として、流量調整に嫌気濾床、担体流動ばっ気及び高速固液

分離を組み合わせた方式を採用しています。 

 
(2)処理性能 
 ＫＮ－ＲＴ型の処理性能は、通常の使用条件下で、処理水のＢＯＤ10mg/L以下， Ｔ

－Ｎ 10mg/L以下，ＳＳ10mg/L以下です。 
※通常の使用条件とは、一人当たりの使用水量が約200L/日で、浄化槽内部の水温が13℃

を下回らない条件になります。 

 
(3)フローシート 
    ＫＮ－ＲＴ型のフローシートは、図－１のとおりです。 
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図－１ ＫＮ－ＲＴ型のフローシート 

 

 
 
(4)各部構造の概要 
 ＫＮ－ＲＴ型は、槽本体、ばっ気洗浄用ブロワ＊、移送循環用ブロワ＊によって構成さ

れています。（＊：ブロワは送風機のこと。以後同じ。） 
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 1)槽本体構造 

   槽本体構造の例として、１０人槽の構造を図－２に示します。 

 

 
 

 

担体流動

ばっ気槽

高速固液

分離槽

消毒槽流量調整部

第１室 第２室

移流口兼清掃孔

流入管

マンホール

臭突口
移流口兼清掃孔

汚泥移送管

移流口兼

汚泥引抜管
洗浄装置

水準目安線

定量循環装置

移流口兼清掃孔

定量移送装置

流入管 薬剤筒

流出管

定量移送装置

流出管

薬剤筒

バッフル

洗浄装置

定量循環装置

掃除口

操作手順ラベル

φ100
φ100

移流部空気洗浄管

嫌気濾床槽 嫌気濾床槽

越流ぜき

バッフル

移流口兼清掃孔

濾材層空気洗浄管

 

 
 

図－２  ＫＮ－ＲＴ型の構造概要（１０人槽）  
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2)ブロワ 

 ＫＮ－ＲＴ型は、２台のブロワを使用します。 
 ２台のブロワは、図－３のように浄化槽本体と接続します。 

 

移送循環用

浄化そう

浄化そう

ブロワ

EL-60Z～100ZEL-15α

流出側

ばっ気・洗浄用ブロワは、上図のような配置にすると配管がクロスします。
誤配管しないように注意して下さい。

ばっ気用

   青
  赤
洗浄用

移送循環用
  グレー

洗浄用
  赤

移送循環用
  グレー

ばっ気用
   青

ばっ気洗浄用

ばっ気洗浄用ブロワは浄化そうの機種によって型式が異なります（下表参照）。

MCB2-8 MCB2-9 MCB2-10

EL-100ZEL-60Z

 

 
 

             図－３ ブロワと浄化槽本体の接続方法 

 

KN-5RT KN-7RT KN-10RT浄化槽

EL-60Z EL-60Z EL-100Zブロワ
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 3)ばっ気洗浄用ブロワ 

 ばっ気洗浄用ブロワは、タイマと電磁弁を内蔵し、ばっ気用と洗浄用の二つの吐出口

を持っています。ばっ気用ブロワとして稼働する時にばっ気用吐出口から、洗浄用ブロ

ワとして稼働する時（通常午前3:00～3:05）に洗浄用吐出口から、必要な空気量を供給

します。 

 ばっ気洗浄用ブロワの各部の名称を図－４に示します。 

 

フィルタエレメント

フィルタカバー

吸入口

全体カバー

Ｌ型ホースジョイント

吸入口

アース用ビス

電源プラグ

タイマ電源コード

ホースバンド（２ヶ）

タイマ

吐出口２（洗浄用：赤）

吐出口１（ばっ気用：青）

操作ラベル

 
 
 

図－４ ばっ気洗浄用ブロワの各部名称 

 
 また、ばっ気洗浄用ブロワの洗浄動作の設定は、フィルタカバーの下に設けられてい

るタイマによって行います。タイマの各部名称を図－５に示します。 
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洗浄

分時モード

表示部 洗浄用手動ＳＷ

”時”設定ＳＷ

”分”設定ＳＷ

通常運転時表示

開始時刻の設定時表示

終了時刻の設定時表示

　図は全てを表示した状態です。

ます。

タイマに関係なく洗浄をおこない

手動運転開始後５分で自動的に

ＯＦＦに復帰します。

通常運転モード

ＯＦＦ時刻設定モード

ＯＮ時刻設定モード

モードＳＷ

現在時刻設定モード

タイマの操作方法

注

意

操作方法説明ラベル

 

 

 
 

図－５ タイマの各部名称 

 
 4)移送循環用ブロワ 
 移送循環用ブロワは吐出空気量を容易に調整できる構造となっています。内蔵されて

いる放流水量調整装置を調整することにより、移送循環用ブロワの吐出空気量が変化し

て、このブロワにより駆動される定量移送・循環装置の移送と循環水量が変えられます。

ただし、循環比はほとんど変わりません。 
 移送循環用ブロワの各部の名称を図－６に示します。 
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吸入口

アース用ビス

電源プラグ

フィルタカバー

フィルタエレメント

吸入口

全体カバー

Ｌ型ホースジョイント

ホースバンド（２ヶ）

調整ツマミ

(移送循環用：グレー)

吐出口

操作ラベル

 
 

 
 

図－６ 移送循環用ブロワの各部名称 

 

 
 

 
 

 
 

 
 



- 8 - 

 ＫＮ－ＲＴ型の放流水量調整装置の調整ツマミは、フィルターカバーの下に設けられ

ています。調整ツマミの詳細を図－７に示します。 

 

ｍ3／日

放流水量設定

調整用ツマミ

1.8
1.6

2.02.22.4

1.4

1.2

1.0

2.6

0.8

0.8

1.0
1.2 1.41.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6
60Hz

50Hz

 
 

図－７  放流水量調整装置の調整ツマミの詳細  

 
(5)本体内部の各単位装置の機能と構造 

 1)流量調整部 
  ＫＮ－ＲＴ型は、生物処理、固液分離を効率よく機能させるため、流量調整を行う構

造となっています。 
 流量調整部は、嫌気濾床槽第１室と第２室の上部に設けられ、それぞれ第１流量調整

部，第２流量調整部と呼びます。 
 移流計画汚水量は、日平均汚水量と循環水量と洗浄水量を加えた水量の 1/24の1倍以

下としています。定量移送装置は、ブロワにより供給される圧力空気を駆動源とする容

積型ポンプです。定量移送装置は機能面では流量調整部に属するものですが、設置位置

は、嫌気濾床槽第２室の末端となっています。  

 
 2)嫌気濾床槽第１室 
 嫌気濾床槽第１室では、流入汚水中に含まれる粗大な固形物と、担体流動ばっ気槽で

発生した循環水中のSSを捕捉、貯留します。また、貯留した汚泥を嫌気処理により減容

化します。同時に硝化循環液の脱窒を行います。 

  内部には嫌気濾材が充填されています。その充填量は、必要容量のおおむね40％とし

ています。濾材はＬ型板状濾材、ピッチ70mmを標準としています。 

 
 3)嫌気濾床槽第２室 

  嫌気濾床槽第２室では、流入水および循環水に含まれるSS等を捕捉、貯留します。同

時に硝化循環液の脱窒を行います。また、汚泥の減容化、汚水のＢＯＤ除去も行います。  

  内部に嫌気濾材が充填されています。濾材の充填量は、必要容量のおおむね60％とし

ています。濾材は骨格様球状濾材(φ178mm×H105mm)を標準としています。  
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 4)担体流動ばっ気槽 

  担体流動ばっ気槽では、中空小円筒状担体をばっ気流動化させることにより、汚水中の

汚濁物質を好気性生物処理します。また、汚水中に含まれる様々な形態の窒素を硝化しま

す。 

内部には担体が充填されています。担体の充填率は、必要容量のおおむね50％以上と

しています。担体の形状は中空小円筒状で、大きさはφ21mm×21mmです。 
 ばっ気装置は、必要容量に対してばっ気強度が 4.8m３/m３･時以上となるブロワを用い

ています。 
また、槽流出部から定量循環装置により剥離汚泥および硝化液を嫌気濾床槽第１室へ

移送します。循環水量は、日平均汚水量の1/24の４倍としています。定量循環装置は、

定量移送装置と同時に動作する容積型ポンプです。 

 
 5)高速固液分離槽 

 高速固液分離槽は、内部に中空小円筒状濾材の充填層を持つ固液分離槽です。通常の

沈殿除去作用に加えて、中空小円筒状濾材層の濾過分離作用により、高効率に固液分離

を行います。 
 濾材充填層の厚さは 200mmとしています。濾材は中空小円筒状の担体で、大きさはφ

21mm×21mmです。濾材は、一日に一回自動的に洗浄されます。洗浄は、洗浄装置により、

濾材層が水面上に露出するまで、高速固液分離槽内部液を槽底部から引き抜くことによ

り行なわれます。洗浄装置は、管径50mmのエアリフトポンプを使用しています。 

 
 6)消毒槽 
  消毒槽では固形塩素剤により、処理水の消毒を行います。 

※消毒槽のバッフルより放流側には、取りはずしのできる濾材流出防止網が設けられて

います。消毒後の処理水の採水などを行う時には、濾材流出防止網をとり外して作業を

行ってください。 

 

 
３．保守点検と維持管理についての基本事項 

  ＫＮ－ＲＴ型の保守点検・清掃は、この維持管理要領書および「浄化槽の保守点検と

清掃の技術上の基準」などの諸法令を確実に守り、次の要領で行ってください。浄化槽

の保守点検と清掃の技術上の基準は、環境省関係浄化槽法施行規則によって定められて

います。 

 
３．１ 保守点検と清掃 

  保守点検とは、浄化槽法において次のように定められています。 
「浄化槽の点検，調整又はこれらに伴う修理をする作業をいう。」 

 保守点検は、環境省関係浄化槽法施行規則で定める「保守点検の技術上の基準」に従

って行わなくてはなりません。 

  また、清掃とは、浄化槽法において次のように定められています。 
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「浄化槽内に生じた汚泥，スカム等の引出し，その引出し後の槽内の汚泥等の調整並び

にこれらに伴う単位装置及び付属機器類の洗浄，清掃等を行う作業をいう。」 
 清掃は、環境省関係浄化槽法施行規則で定める「清掃の技術上の基準」に従って行わ

なくてはなりません。 

 
３．２ 委託契約 
 浄化槽の正常な機能を維持するために、定期的に浄化槽の保守点検や槽内の汚泥等の

引出し、調整を行うことなどが義務づけられています。そしてこれらの作業には専門的

知識や器具などが必要で、一般には登録を受けた保守点検業者や清掃業者と委託契約を

結ぶ方法を取っています。 
 業者には保守点検と清掃の両方の業務を行う業者と、どちらか一方の業務のみを行う

業者とがありますが、いずれにしても両業務の緊密な連携が必要です。それぞれの地域

における業者の方をご紹介致しますのでご相談ください。 

 
３．３ 法定検査 

  浄化槽には保守点検・清掃のほか、環境大臣または都道府県知事の指定する指定検査

機関により、水質に関する検査を受けることが法律で義務づけられています。 

  第一回目の検査は、使用開始６ｹ月後から２ｹ月以内に行い（第７条検査）、以後１年

毎（第11条検査）に行われます。なお、法定検査についての詳しいことは、それぞれの

地域の保健所や浄化槽協会などにご相談ください。 

 
３．４ 使用上の注意 
 浄化槽の使用者は浄化槽の機能を正常に維持するために、使用上の注意を守ることが

必要です。 
 環境省関係浄化槽法施行規則では次の事項について準則を定めています。 

①設計人員、水量に対して実際の使用人員、水量が上回らないことが必要です。 
②殺虫剤、洗剤、防臭剤、油脂類、紙おむつ、衛生用品など、浄化槽の正常な機能を 

妨げるものは、流入させないでください。 
③浄化槽へは、雨水、その他の特殊な排水を流入させないでください。 

④ブロワの電源を切らないでください。 
⑤浄化槽の上部または周辺には、保守点検または清掃に支障を及ぼすおそれのある構 

造物を設けたり、ものを置いたりしないでください。 
⑥浄化槽の上に重い荷重を掛けることは避けてください。 

⑦浄化槽に故障または、異常を認めたときには、ただちに浄化槽管理者に知らせてくだ

さい。 
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４．保守点検・維持管理要領 
４．１ 保守点検・清掃等の標準頻度 

 最初の保守点検は使用開始の直前に行います。以後の保守点検は４ヶ月に１回以上行

います。清掃は１年に１回以上行います。 

 標準の保守点検・清掃等の頻度は表－１のとおりです。 

 
表－１  保守点検・清掃の標準頻度 

  単位装置       項  目 4ｹ月 1 年          備  考 
スカム・堆積汚泥厚の 
測定 

 ○   ①嫌気濾床槽 
   第１室・ 
  第１流量 
   調整部 

汚泥の引抜き・清掃   ○ 毎年１回以上 

スカム・堆積汚泥厚の 
測定 

 ○   

汚泥の引抜き・清掃   ○ 毎年１回以上 

②嫌気濾床槽 
  第２室・ 
  第２流量 
      調整部 定量移送装置の洗浄   ○ 装置内外の洗浄を行う。 

担体の生物膜付着状況 
の観察 

 ○   

散気管の点検   ○ ばっ気状態が弱くなったら交換す

る。 

③担体流動 
    ばっ気槽 

定量循環装置の洗浄   ○ 装置内外の洗浄を行う 
槽内点検  ○  ④高速固液 

   分離槽 洗浄装置の動作確認  ○  
 

槽内点検  ○  ⑥消毒槽 
薬剤の補充  ○  

 

機器の点検  ○   
部品の清掃  ○  フィルターの清掃 
消耗品類の交換   ○ ダイアフラムの交換 

⑦ばっ気洗浄 
  用ブロワ 

設定の確認  ○  現在時刻，洗浄時刻等の確認 
機器の点検  ○   
部品の清掃  ○  フィルターの清掃 
消耗品類の交換   ○ ダイアフラムの交換 

⑧移送循環 
  用ブロワ 

設定の確認  ○  調整ツマミ設定値の確認 

 
 ※消毒剤の補充間隔 
  一人あたりの汚水量200L/人･日、薬剤の溶解量を10mg/Lおよび5mg/Lとしたとき、薬

剤の補充間隔は表－２のとおりです。実際は使用水量によって異なりますので、実状に

あわせて補充してください。 

 
 

表－２  消毒剤の補充間隔 
      型  式 ＫＮ－５ＲＴ ＫＮ－７ＲＴ ＫＮ－10ＲＴ 
  5mg/L溶解時(日) 413 295 207 
 10mg/L溶解時(日) 207 148 103 
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４．２  使用開始直前の保守点検 
 使用開始直前の保守点検は、次の項目についておこなってください。 

①浄化槽に流入させる生活排水配管はすべて接続されているか、流入させてはならない雨

水、工場廃水等の配管は接続されていないかを点検し、問題があれば直してください。 

 また、流入・流出管，ます，槽との接続部分や水の流れ方等の状況を点検し、異物があ

れば取り除いてください。 

②浄化槽に周囲から土砂や雨水が入ることがないことを確認し、支障のある部分は直して

ください。 

③マンホールを開け、槽が水平に保たれているかどうか、槽内の水位が正常であるかどう

かを確認してください。 

④浄化槽内の部品が正常に取り付けられていることを確認し、支障のある部分は直してく

ださい。 

⑤浄化槽内の各弁が適正な位置に設定されていることを確認してください。各弁の設定は

浄化槽内に貼付されている「弁類の操作手順ラベル」に記載されています。また、各弁

の機能等については後述の「５．点検・設定方法の詳細」に記載されています。 
⑥ばっ気洗浄用ブロワの電源プラグを屋外コンセントに接続し、ばっ気洗浄用ブロワを運

転させます。ブロワの動作やばっ気が正常に行われていることを確認します。ばっ気が

正常に行われていない場合は、「５．点検・設定方法の詳細」に記載されている「散気

装置の点検方法」に基づき調整を行ってください。また、担体が水に浸けられた期間が

短い場合、速やかに流動化しない場合があります。この場合は、しばらくばっ気を継続

して行うと流動化するようになります。 
⑦ばっ気洗浄用ブロワのフィルターの下に設けられているタイマの液晶表示の右下にあ

る「洗浄」スイッチを１回押し、洗浄がＯＮとなります。この操作により高速固液分離

槽の洗浄装置が動作していることを確認してください。 

⑧移送循環用ブロワの電源プラグを屋外コンセントに接続し、移送循環用ブロワを運転さ

せます。ブロワの動作，汚水の移送・槽内液の循環が正常に行われていることを確認し

ます。また、放流水量の設定を、「５．点検・設定方法の詳細」に記載されている「移

送循環用ブロワ－放流水量調整装置の設定」に基づいて行ってください。 

⑨越流ぜきの水平を調整します。越流ぜきの水平の調整は、「５．点検・設定方法の詳細」

に記載されている「越流ぜきの水平・高さ調整方法」に基づいて行ってください。 

⑩放流ポンプを用いるときは、ポンプの作動も十分に点検してください。 
⑪臭突管を設けた場合は、排気状況を点検し、詰まりがあれば直してください 

⑫薬剤筒に消毒剤が入っていない場合は、消毒剤を補充してください。 
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４．３  通常時の保守点検 

  通常時の保守点検は下の点検項目についておこなってください。 

 
(1)槽周囲等の状況 

      項  目        管理の目安          処  置 
ピットの状況 
（ピット内設置時） 

雨水、土砂が入らないこと 
ドレーンの詰まりがないこ 
と 

ピットの改修 
詰まりの除去 

流入出管、ます、槽との

接続部分 
異物の詰まりがないこと 異物の除去 

槽内の水位 水位が正常な範囲であること － 
放流ポンプの状況 
（放流ポンプ設置時） 

正常に稼働すること 異常箇所の処置 

排気の状況 
（臭突設置時） 

正常に排気すること 異常箇所の処置 

※必要に応じて居住人員及びその他の使用状況等に変わったことがないかを使用者に

聞いて確認してください。 

 
(2)ばっ気洗浄用ブロワ 

  項  目       管理の目安                 処  置 
動作状況 運転されていること ばっ気洗浄用ブロワは24時間稼働です。 

担体流動ばっ気槽がばっ気されているか、高速

固液分離槽の洗浄装置が動作しているかのい

ずれかでばっ気洗浄用ブロワが運転されてい

ることを確認します。 
運転されていない場合は、何らかの異常があり

ます。異常があった場合は、後述の「異常時の

対応方法－ばっ気洗浄用ブロワの異常時の対

応」を参照してください。 
タイマのモー

ド 
タイマのモードが 
 ＡＵＴＯであること 

タイマはフィルターカバーの下に設けられて

います。ばっ気洗浄用ブロワは通常ＡＵＴＯ

モードで運転されます。タイマーの表面の液

晶画面の上部にＡＵＴＯになっていることを

確認してください。 
ＡＵＴＯになっていない場合は、原因を調べ、

問題を解決した後、ＡＵＴＯに設定しなおし

てください。 
タイマの表示

時刻 
タイマの表示時刻が実時 
刻とほぼ等しいこと 

フィルターカバーの下に設けられたタイマの

液晶画面で表示時刻を確認します。表示の時

刻が実際の時刻と±10分間以上ずれている場

合は、正常な値に設定しなおしてください。

設定方法は、「５．点検・設定方法の詳細－

ばっ気洗浄用ブロワ－タイマの設定方法」を

参照してください。 
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  項  目       管理の目安                 処  置 
洗浄工程の開

始，終了時刻の

設定 

洗浄工程の開始，終了時 
刻が正しい設定値である 
こと 

まず、洗浄工程の開始，終了時刻の設定を確

認します。正しくない時に再設定してくださ

い。手順は次のとおりです。 
①タイマ液晶表示の左下にある”モード”Ｓ

Ｗを２回押すと設定した開始時刻が表示され

ます。通常は午前03:00の設定となっていま

す。 
②”モード”ＳＷをもう１回押すと設定した

終了時刻が表示されます。通常は午前03:05と

なっています。 
③”モード”ＳＷをもう１回押すと通常運転

モードに移行します。すべての作業が終わっ

た後、必ず通常運転モードにしてください。 
洗浄工程の開

始，終了時刻の

設定 

洗浄工程の開始，終了時 
刻が正しい設定値である 
こと 

④設定した開始，終了時刻が通常の値、また

は、必要に応じて変更した値と異なっている

場合、前回の点検記録などによりその値が適

正であるかどうかを確認します。問題がある

場合は再設定してください。 
再設定の方法は、「５．点検・設定方法の詳

細－ばっ気洗浄用ブロワ－タイマの設定方

法」を参照してください。 
洗浄装置 
 の動作確認 

手動運転で高速固液分離 
槽の洗浄装置が動作する 
こと 

ばっ気洗浄用ブロワは、通常、午前3:00～3:05

の間、吐出口がばっ気用から洗浄用に切り替

わり、高速固液分離槽の洗浄装置を動作させ

ます。 
液晶表示の右下の「洗浄」ＳＷを手動で１回

押し、洗浄がＯＮとなり、洗浄装置が正常に

動作することを確認してください。 
注：洗浄装置の手動運転を行うと高速固液分

離槽の水位が下がり、通常の保守点検に支障

をきたす可能性があります。洗浄装置の動作

確認は保守点検の最後に行ってください。 

ブロワの部品 
の掃除，消耗 
部品の交換 

 点検毎にブロワのフィルターの掃除を行っ 
てください。 
また、定期的にダイヤフラム等の交換を行 
ってください。 
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(3)移送循環用ブロワ 
項  目 管理の目安 処  置 

ブロワが動作しているこ 
と 

移送循環用ブ

ロワの動作確

認 
定量移送・循環装置が動 
作していること 

移送循環用ブロワは24時間連続稼働です。 
定量移送・循環装置に送気していること、定

量移送・循環装置が動作していることでブロ

ワの動作を確認してください。 

ただし、流量調整部の水位が最低水位の場合、

ブロワが作動していますが、定量移送・循環

装置は停止します。この場合は正常です。 

流水量調整装

置の設定 

放流水量調整装置の目盛

りが設定どおりであるこ

と 

定量移送・循環装置を動作させる移送循環用

ブロワには、定量移送・循環装置への送風量

すなわち放流水量を制御する放流水量調整装

置を内蔵しています。 
設定が通常の値、または必要に応じて変更し

た値と異なっている場合、前回の点検記録な

どにより、その値が適正であるかどうかを確

認します。問題がある場合は再設定してくだ

さい。 
再設定の方法は、後述の「点検・設定方法の

詳細－移送循環用ブロワ－放流水量調整装置

の設定」を参照してください。 
ブロワの部品 
の掃除，消耗 

部品の交換 

 点検毎にブロワのフィルターの掃除を行って

ください。 

また、定期的にダイヤフラム等の交換を行っ

てください。 
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(4)嫌気濾床槽 
  項  目       管理の目安                 処  置 
流入管の状況 管内に粗大固形物などの

詰まりが見られないこと 
目視によって、管内に粗大固形物が詰まってい

ないか確認してください。 
詰まっている場合は、取り除いてください。 

流量調整部の

水位 
最高水位でないこと 流量調整部の水位が高く、担体流動ばっ気槽へ

オーバーフローしている場合、原因を特定し、

必要な対処を行ってください。 
スカムが多量に貯まって

いないこと 
スカムの状況 

スカムが濾床上部を塞 
いでいないこと 

汚泥界面計や透明管、目視によってスカムの状

況を確認します。 
スカムが多量に貯まり、水の流れを阻害するよ

うになった場合、清掃の時期です。 
堆積汚泥の状 
況 

嫌気ろ床槽第２室末端の

移流管下部の堆積汚泥面

と移流管の下端との間に

余裕があること 

汚泥界面計や目視によって堆積汚泥の状況を確

認します。 
嫌気ろ床槽第２室の堆積汚泥が、移流管下端ま

で達していれば清掃の時期です。 
移流管の状況 嫌気ろ床槽第２室末端か

らの移流水中に多量のＳ

Ｓが観察されないこと 

移流水中に多量のＳＳが含まれていないかを確

認してください。多量のＳＳが認められたら、

清掃の時期です。 
定量移送装置

の移送状況 
正常に移送していること 定量移送装置が動作し、嫌気処理水が移送され

ていることを確認してください。ただし、定量

移送装置は流量調整部の水位が最低となった時

に停止します。この場合は正常です。また、定

期的に定量移送装置の内外洗浄，チャッキ弁の

交換も行ってください。 
マンホールを閉めた状態 
で著しい臭気がないこと 

大量のスカムは悪臭の発生原因となりますの

で、早めに取り除いてください。 
臭気、はえの 
発生状況 

多量のはえ等の発生がな 
いこと 

はえもスカムが溜ると発生しますので、とくに

夏季は早く対策を立ててください。 
異物の流入 紙おむつなどが観察され 

ないこと 
異物の流入が多い場合は、使用者に注意してく

ださい。 
 

(5)担体流動ばっ気槽 
  項  目       管理の目安                処  置 

担体の大部分が流動化し

ていること 
槽内の水流・ 
ばっ気の状況 

槽内の水流の著しい偏り

が見られないこと 

水流及びばっ気の均一性、水流の偏り、担体

の流動化の状況を観察します。 
担体が担体流動ばっ気槽の端部などで緩やか

に動いている場合は正常の範囲に含まれま

す。 
溶存酸素濃度

の測定 
溶存酸素濃度が 1mg/L以

上あること 
担体流動ばっ気槽の溶存酸素濃度を測定して

ください。 
循環装置の移

送状況 
槽内水が循環されている

こと 
槽内水が定量循環装置により、嫌気濾床槽第

１室へ循環されていることを確認してくださ

い。 
ただし、定量循環装置は流量調整部の水位が

最低となった時に停止します。この場合は正

常です。また、定期的に定量循環装置の内外

洗浄，チャッキ弁の交換を行ってください。 
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(6)高速固液分離槽 
  項  目       管理の目安                処  置 

越流せきの状

況 
越流が均等に行われてい

ること 

左右の越流せきから越流が均等におこなわれ

ていないとき、後述の「５．点検・設定方法

の詳細－越流せきの水平・高さ調整方法」 
濾材層の状態 濾材層に多量の油、SS等の

付着がないこと 

目視により濾材層の状況を確認してくださ

い。濾材層に多量の油、SS等が付着した場合

は、手動で濾材層の空気洗浄を行ってくださ

い。 
空気洗浄の方法は、後述の「点検・設定方法

の詳細－高速固液分離槽の空気洗浄方法」を

参照してください。 

透視度の測定 透視度が20cm以上あるこ

と 

処理水の透視度が20cm以下である場合は、清

掃時期、過負荷、ブロワ等のトラブルが考え

られます。適切な対処を行ってください。 

ｐＨの測定 5.8～8.6の範囲であること ｐＨが5.8～8.6の範囲にない場合は、清掃時
期、過負荷、低負荷、ブロワ等のトラブルが

考えられます。適切な対処を行ってください。 

アンモニア性

窒素，硝酸性窒

素，亜硝酸性窒

素の簡易測定 

アンモニア性窒素，亜硝酸

性窒素，硝酸性窒素の合計

が10mg/L以下であること 

パックテスト，簡易水質測定紙などにより処

理水の各形態の窒素濃度を測定します。 
アンモニア性窒素が多く検出され、合計が10

mg/L以上である場合は担体流動ばっ気槽にお
ける硝化能力が不足しています。 

硝酸性窒素，亜硝酸性窒素が多く検出され、

合計が10mg/L以上である場合は嫌気ろ床槽に

おける脱窒能力が不足しています。 
移送・循環装置を含めて原因を特定し、適切

に対処してください。 
 
(7)消毒槽 
  項  目       管理の目安                 処  置 

薬剤筒の取付

状態 

薬剤筒が正しく設置されて

いること 

薬剤筒を薬剤筒サポートによって正しい位置

にセットされていることを確認します。 

薬剤の残量の

チェック 
残っている薬剤が適量であ

ること 

薬剤筒を取り外し、必要に応じて薬剤（固形塩

素剤）を補給してください。薬剤筒先端部にス

ケールができる場合がありますので、点検時に

必ず除去してください。 
薬剤の消費量は放流水量によって異なります。

薬剤の消費の状況によって補給する日を判断

してください。 
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  項  目       管理の目安                 処  置 

薬剤の溶解量

のチェック 

薬剤の溶解量が適量である

こと 

薬剤の溶解量は、薬剤溶解量調整キャップの回

転数で調整できます。通常は全閉状態から一回

転させた位置で使用します。さらに回転させる

と溶解量が増加します。 
 

残留塩素濃度

の測定 

残留塩素が検出されること 残留塩素の濃度が  0.1mg/L以上あるように努
めてください。 

消毒剤の取り

扱い 

 消毒剤は強力な酸化剤で人体に有害ですので、

その取り扱いには十分注意してください。 
異なった種類の消毒剤を混ぜて使用すること

は危険ですから、絶対に避けてください。 

 
 
４．４ 保守点検記録表 
 保守点検の記録は、次頁の保守点検記録表に記録し、３年間保存してください。 

   
４．５  衛生害虫 

①衛生害虫としては、蚊、はえがほとんどです。防虫剤の取付を行っておくと、約３ヶ

月効力を発揮しますので、害虫の発生を防ぐことができます。 

②防虫剤は、水に浸さないように嫌気濾床槽に取り付けてください。 
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                            （3年間保存） 
                                                          

高性能浄化槽保守点検記録表 

設置者名  設置者住所                            TEL 

使用者  使用者住所                            TEL 

浄化槽型式 クボタ浄化槽 ＫＮ－  ＲＴ型 

処理方式 流量調整に嫌気濾床、担体流動ばっ気及び高速固液分離を組み合せた方式 

製造業者 株式会社クボタ 製造番号  

処理対象人員  計画汚水量                   ｍ3/日 

実使用人員  建築物用途    住宅 その他（       ） 

保守点検年月日  平成    年   月   日  天  候  

前回保守点検年月日  平成    年   月   日 前回清掃年月日  平成    年   月   日 

 項目      点 検 内 容 点検 

結果 

         放 流 水 の 状 況 

本体及び付帯設備の破損状況  水温     ℃ 

各槽の水位、漏水の有無  透視度     cm 

アンモニア性

性窒素 

   mg/L 

    

駆動部の音、振動、熱の発生状況  ｐＨ  硝酸性窒素    mg/L 

 全般 

金属部の腐食状況  外観  亜硝酸性窒素    mg/L 

第１室        cm 臭気  残留塩素      mg/L 汚泥等の

状況 第２室        cm ブロワの状況  

嫌 気 

濾床槽 

異物，夾雑物の有無  

ポンプの作動状況  

ｴｱｰ 

ﾌｨﾙﾀ 

清掃 

した・しない 

交換 した・しない

（   年  月  日） 

汚水の均等移送状況  ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ 交換 （   年  月  日） 

流量 

調整部 

スカムの発生及び汚水の腐敗状況  

移

送 

用 

異音・振動    良・不良 

生物膜の状況  

生物固定化担体と汚水の接触状況  

ｴｱｰ 

ﾌｨﾙﾀ 

清掃 

した・しない 

交換 した・しない

（   年  月  日） 

浮遊汚泥の状況  ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ 交換 （   年  月  日） 

担体流動

ばっ気槽 

ＤＯ        mg/L 

洗 

浄

用 

ば

っ

気

・ 異音・振動    良・不良 

スカム等の状況  

 泥引き抜き状況  

上澄水中の浮遊物、臭気の有無  

高速固液

分離槽 

越流の均一性  

点検に基づき処置した事項 

 

消毒剤の有無 

（補充量     錠   kg) 

 消毒槽 

接触、滞留状況  

か、はえ等の発生状況  

特記事項 

  改善工事        要  不要 

  清掃            要    不要 

  その他 

配管系統・メーター類の点検  

流入管、放流管の接続状況  

法定検査 

の実施 

             年  （有・無） 

水道メータ

の読み 

今回 

（前回        ） 

（平均使用量   m3/日） 

浄化槽 

管理士名 

浄化槽管理士 

第    号 

備考：点検結果の欄については、適正なものには○印、不適当なものには×印を記入すること。 

 

 



- 20 - 

５．点検・設定方法の詳細 
(1)弁の調整方法 

  浄化槽内の各弁は、図－８に示す位置に配置されています。 

 

 

越流ぜき

移流口兼清掃孔

洗浄装置

濾材層

空気洗浄用弁

移流部

空気洗浄用弁
濾材層

 
 

図－８  浄化槽内の各弁の位置 

 
  各弁の働きは、次のとおりです。 

 
①移流部空気洗浄用弁 

  散気管へ至る配管から分岐し、担体流動ばっ気槽の移流部空気洗浄管に送る空気をＯ

Ｎ・ＯＦＦするために設けられています。移流部の空気洗浄は必要に応じて行うため、

通常は「閉」とします。 
 また、移流部の空気洗浄を行う場合は、この弁のコックを回転させ「ひらく」にしま

す。ただし、この作業を行うと一時的に処理水質が悪化する可能性があります。このた

め、移流部の空気洗浄を行う前に、高速固液分離槽の水位を洗浄装置を動作させて下げ

ておき、処理水が流出しないようにしておいてください。 

 
②濾材層空気洗浄用弁 
  高速固液分離槽内の濾材層を空気洗浄するために設けられています。通常は「閉」に

します。 
 濾材層の空気洗浄を行う場合は、この弁のコックを回転させ「開」にし、ばっ気洗浄

用ブロワを手動で洗浄吐出口から空気を吐出させるようにします。ただし、この作業を

行うと一時的に処理水質が悪化する可能性があります。このため、濾材層の空気洗浄を

行う前に、高速固液分離槽の水位を洗浄装置を動作させて下げておき、処理水が流出し

ないようにしておいてください。この作業をおこたると１時的に処理水質が悪化する可

能性があります。 
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 また、浄化槽の洗浄装置横引き管上部には、図－９に示す操作手順ラベルが貼付され

ています。 

                 操 作 手 順 
 移流部空気 

 洗浄用弁 
  濾材層空気 

 洗浄用弁 

   

      赤    赤  
 通常運転時       閉    閉  
 担体流動ばっ気槽 

移流部の空気洗浄 
    ひらく    閉  

 高速固液分離槽の 

空気洗浄 
     閉   ひらく  

 

 
図－９ 弁類の操作手順ラベル 

 
(2)ばっ気洗浄用ブロワ－タイマの設定方法 
 ばっ気洗浄用ブロワは、ばっ気用と洗浄用の二つの吐出口を持っています。また、接

続に間違いないように二つの吐出口が色分けされています。ブロワ自体にタイマを内蔵

し、通常運転時にはばっ気用ブロワとして動作し、高速固液分離槽の洗浄時には洗浄用

ブロワとして動作します。 
  タイマは本体の上部，フィルタカバーの下に設けられています。タイマの各部の名称

などは図－１０のとおりです。 

 

 

洗浄

分時モード

表示部 洗浄用手動ＳＷ

”時”設定ＳＷ

モード選択ＳＷ ”分”設定ＳＷ

タイマの操作方法

注

意

操作方法説明ラベル
 

 

 
 

図－１０ タイマの各部名称 
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  タイマ設定の確認や変更を行う場合には、フィルタカバーを外して操作を行ってくだ

さい。ばっ気洗浄用ブロワの現在時刻及びタイマの設定は出荷時に行っていますが、設

置時には必ず確認してください。 

 
 1)現在時刻の設定確認および再設定方法 

 現在時刻がおおむね適正な値になっていることを確認してください。もし、現在時

刻の表示が真の時刻から±10分以上ずれている場合は、次の要領で現在時刻の設定を

行ってください。 
①”モード”ＳＷを押して液晶表示の時計表示以外が全部消灯している状態にします。 

②”時”及び”分”のＳＷを押して現在時刻を設定します。 
 ”時”及び”分”の設定ボタンは、１秒以上押し続けると早送りになります。 

 注：時計の表示は24時間制です。 
③”モード”ＳＷをもう一度押すと現在時刻が確定され、ＯＮ時刻設定モードに移行し

ます。通常運転モードに戻るにはさらに２回”モード”ＳＷを押し、ＡＵＴＯを表示

させてください。 

 
 2)洗浄開始時刻の設定確認および再設定方法 

 標準の洗浄開始時刻は、”03:00”です。”モード”ＳＷを押して、液晶の時計表示
の上にＯＮを表示させて、ＯＮ時刻設定モードに移行し、洗浄開始時刻の確認を行っ

てください。洗浄開始時刻を再設定する必要がある場合は次の手順で洗浄開始時刻の

設定を行ってください。 

①”モード”ＳＷを押して液晶の時計表示の上にＯＮの表示がでるようにします。 
②”時”及び”分”のＳＷを押して洗浄の開始時刻を設定します。 

 ”時”及び”分”の設定ボタンは、１秒以上押し続けると早送りになります。 
③”モード”ＳＷをもう一度押すとＯＦＦ時刻設定モードに移行します。通常運転モー

ドに戻るためには、さらに１回”モード”ＳＷを押しＡＵＴＯを表示させてください。 

 
 3)洗浄終了時刻の設定確認 
 標準の洗浄終了時刻は、”03:05”です。”モード”ＳＷを押して、液晶の時計表示

の上にＯＦＦを表示させて、ＯＦＦ時刻設定モードに移行し、洗浄終了時刻の確認を

行ってください。洗浄終了時刻を再設定する必要がある場合は次の手順で洗浄終了時

刻の設定を行ってください。 
①”モード”ＳＷを押して液晶の時計表示の上にＯＦＦの表示がでるようにします。 

②”時”及び”分”のＳＷを押して洗浄の終了時刻を設定します。 
 ”時”及び”分”の設定ボタンは、１秒以上押し続けると早送りになります。 

③”モード”ＳＷをもう一度押すとＯＮ・ＯＦＦ時刻＝洗浄開始・終了時刻が確定され、

通常運転モードに移行します。 

 
 4)設定確認の終了 

 設定の確認，再設定が終了しましたら、通常運転モードにします。 
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 ”モード”ＳＷを押して、液晶の時計表示の上にＡＵＴＯの表示がでるようにしてく

ださい。 

 
 5)手動運転 
  配管系統のチェックなどで手動で空気の吐出を洗浄用にしたい場合、”洗浄”ＳＷを

一回押してください。これで空気の吐出先を洗浄用にすることができます。 
  この手動運転を終了し通常運転モードに移行する場合は、再度、”洗浄”ＳＷを押し

てください。また、この手動運転の継続時間は５分間で、その後自動に通常運転モード

に戻ります。 

 
 6)リセット動作 

 何らかの原因でタイマをリセットしたい場合は、”モード”ＳＷと”洗浄”ＳＷを同

時に押してください。 

 リセット動作させると時刻表示は”00:00”になり、現在時刻設定モードに移行します。
現在時刻，洗浄開始時刻，洗浄終了時刻の設定を行った後、通常運転モードで運転して

ください。（現在時刻の設定を行わなければ他のモードに移行できません） 
 注意 リセット動作させた後は、必ず現在時刻の設定，及び洗浄開始、終了時刻の設

定、確認を行ってください。 

 
 7)風量調整 
  ばっ気用吐出口には風量調整弁がついています。通常は全開で使用してください。 

  
(3)移送循環用ブロワ－放流水量調整装置の設定  

  移送循環用ブロワ自体には、定量移送・循環装置への空気量を制御することにより、
放流水量を調整する放流水調整装置を内蔵しており、必要に応じて放流水量を調整する

ことができます。放流水量調整ツマミは、本体の上部のフィルタカバーの下に設けられ

ています。 

  放流水量調整装置の設定により決定されるのは移送水量と循環水量です。ただし、定

量移送・循環装置は、常に移送水量が日平均流入水量の５倍、循環水量が日平均流入水

量の４倍となるように工場出荷の段階で設定されているため、放流水量調整装置によっ

て調整できるのは放流水量となります。 

 また、例えば１０人槽の場合、工場出荷時には調整ツマミは、2.0目盛りにセットさ

れています。この時、放流水量はおおむね2.0m３/日であり、定量移送・循環装置の動作

サイクルタイムは２７秒程度となります。 

   
 調整ツマミの詳細は図－１１のとおりです。  
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ｍ3／日

放流水量設定
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図－１１ 調整ツマミの詳細 

 
 放流水量の調整は次の手順により行います。  

①フィルタカバーを開けます。 
②内部にある調整ツマミを、マイナスドライバで回して、流入水量に応じた適切な放流

水量に設定します。この調整ツマミの目盛は１日当たりの放流水量です。 
 浄化槽への流入水量の推定が水道メータ検針票などにより行える場合は、表－３に従

って設定してください。 

 
        表－３ 推定使用水量に対する定量移送・循環装置動作サイクルタイム         
 推定使用水量  (ｍ３/日) 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 
 サイクルタイム(秒/回) 53 43 37 33 29 27 25 23 22 

 流入水量の推定が行えない場合は、浄化槽の人槽に対応した標準設定にしてください。

標準設定を表－４に示します。 

 
                           表－４ ＫＮ－ＲＴ型の標準設定                      

     
  KN-5RT型 KN-7RT型 KN-10RT型 
 計画流入水量  (ｍ３/日) 1.0 1.4 2.0 
 サイクルタイム(秒/回) 53 37 27 

 ただし、水道メータ等検針票による推定が行えない場合でも、聞き込み調査等により、

明らかに標準設定が実状に沿わない場合は、実状にあった設定としてください。 
③設定が終了したら元どおりフィルタカバーを閉めてください。 

※放流水量調整装置の目盛と動作サイクルタイムの関係は、配管経路や電圧変動や槽内

水位などによりずれが生じる場合があります。動作サイクルタイムを優先して調整して

ください。また、流量調整部水位がほぼ中間の時に、動作サイクルタイムの実測を行っ

てください。 

※極端に使用水量が多い場合、屋外で大量に使用していることも考えられます。設置者

への聞き込み調査を行い、正しい設定を行ってください。 
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(4)定量移送・循環装置の点検方法 

  定量移送・循環装置は、１年に１回の内外の掃除と３年に１回のチャッキ弁の交換を

行ってください。定量移送・循環装置の取り外し及びチャッキ弁交換の方法は次のとお

りです。定量移送装置と定量循環装置は配管の向きなど、若干の構造の相違があります

が、点検方法は基本的に同じです。 

 定量移送・循環装置の取り外し方法を図－１２に示します。 
①空気管のユニオンを緩め、空気管をはずします。 

②吐出管のユニオンを緩め、吐出管をはずします。 
③ポンプの固定板を固定しているボルトをはずします。 

④吐出管を持ち、設置部分より取り出します。  
⑤内部の点検を行う場合は、定量移送・循環装置の底部蓋を開ける。蓋は本体に固定し

ている４本のボルトはずすことによりはずれます。 
※チャッキ弁は底部蓋に2本のビスで固定されています。チャッキ弁の交換は、次の要

領で行います。 
①チャッキ弁を固定する2本のビスをゆるめ、チャッキ弁をはずします。 

②チャッキ弁を取り替え、2本のビスで固定します。 
△！   注意   チャッキ弁は３年に１度交換してください。 

定量循環装置

移流口兼
汚泥引抜管

WL

HWL

LWL

嫌気ろ床槽

第２室 ばっ気槽

担体流動

24 1

5

5

124

高速固液

分離槽

3

定量移送装置

ボルト

3

チャッキ弁

移流口兼清掃孔

 
図－１２ 定量移送・循環装置の取り外し方法  
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(5)散気装置の点検方法 

  散気状態が極端に左右にずれているような場合、散気装置の点検が必要となります。

散気装置の着脱方法を図－１３に示します。散気装置を着脱する場合、担体流動ばっ気

槽内の担体は、流動化していません。担体層によって散気装置の出し入れに若干の抵抗

が生じますが、散気装置は十分な強度を有していますので、破損等はありません。ただ

し、極端に乱暴に扱うと槽内の構造物等によって破損することも考えられますので、出

し入れは静かに行ってください。 

操作①：接続部のユニオンを緩め、空気配管ホースをはずす。散気管の継手部分を手前

   に引き、パイプ固定板からはずす。 

操作②：ディフューザ受けからディフューザを外し、散気管を持ち上げる。このとき、

   流動化していない担体層によって若干の抵抗を受けるため、静かに持ち上げる。 

操作③：ディフューザの点検などの必要な処置をとる。 
操作④：散気管を移流管の中心に沿わせて下に降ろす。このとき、流動化していない担

   体層により若干の抵抗を受けるため、静かに沈める。 
操作⑤：ディフューザをディフューザー受けにはめる(緩くロックされる)。散気管の継

   手部分をパイプ固定板にはめる。空気配管をユニオンで止める。 

 

担体層パイプ固定板

ディフューザディフューザ受け

操作① 操作② 操作③ 操作④ 操作⑤

散気管ホース

散気管

移流口

移流管

 
 

 
図－１３ 散気装置の着脱方法 
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(6)担体流動ばっ気槽移流部の洗浄方法 

  担体流動ばっ気槽の移流部は空気洗浄することができます。洗浄は次の手順でおこな

います。 

 
 ①前述の「洗浄装置の手動運転」に従って、洗浄装置を手動で運転させます。 

②高速固液分離槽の水位が標準の位置より10cm程度下がった時点で洗浄装置の運転を

停止し、ばっ気を再開します。 

③移流部空気洗浄用弁を「ひらく」にすると、移流部に設けられた空気管より空気が噴

出し、洗浄が始まります。このとき、エアリフト効果により洗浄水は高速固液分離槽

側へ移送されます。高速固液分離槽の水位は洗浄水の移送と共に上昇しますので、越

流ぜきより処理水が流出しない範囲まで洗浄を継続してください。 

 ④移流部空気洗浄用弁を「閉」にし、洗浄を終了します。 

 
(7)越流ぜきの水平・高さ調整方法 
 越流ぜきの水平・高さ調整方法を図－１４に示します。越流ぜきの水平・高さ調整は、

次の手順で行ってください。 
①越流ぜきを固定している３本の固定ボルトを緩めます。 

②適正な位置に越流ぜきを調整し仮固定します。 
③定量移送装置を運転し、左右それぞれの越流ぜき全体から処理水が均等に消毒槽へ移

流するように越流ぜきの高さ，傾きを調整します。越流ぜきは固定部分を中心に傾き

±5度，高さ±5mmの調整ができます。 

④３本の固定ボルトを締めていき、高さの微調整を行う。下部の２本の固定ボルトはパ

ッキンに隙間，傾きが生じないように同程度に締め込みます。 

 
 

消毒槽

固定ボルト

固定ボルト越流ぜき

① ④

② ③

消毒槽上端

 
 
 

 
図－１４ 越流ぜきの調整方法 
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(8)高速固液分離槽の空気洗浄方法 

  高速固液分離槽の空気洗浄は、通常必要がありません。しかし、油及びSSの大量付着

等の現象が見られ、空気洗浄を行う必要があるときは、図－１５の要領で行ってくださ

い。 
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的にＯＮからＯＦＦに戻

る 。

を開く

を閉じる

 

 
 

 
 

 
図－１５ 高速固液分離槽の空気洗浄方法 
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 (9)処理水の採水方法 

 ＫＮ－ＲＴ型型でＢＯＤ等測定のために採水を行う場合は、高速固液分離槽上部，越

流ぜき直後に設けられている集水とい
．．
から採水してください。採水器具は直径8cm程度

のひしゃくか特大スポイトが適当です。また、採水の際には、集水とい
．．
表面などに付着

した生物膜などを剥離させないように注意して行ってください。 

 
(10)消毒槽の採水方法 

  消毒槽の上部には万が一の冠水に備えて、濾材が槽外に流出することのないように濾

材流出防止網が設けられています。 

ろ材流出防止網に夾雑物が付着していたり、消毒槽の水位上昇の痕跡が観察された場

合は、ブラシなどで夾雑物を取り除いてください。夾雑物の絡みつきが激しい場合は、

図―１６に示すようにろ材流出防止網を外して掃除することも可能です。外して掃除し

た後はろ材流出防止網をもとの位置に戻してください。 

 
 

 

消毒槽

ろ材流出防止網

取り外し可能

 

 

 
 

 
 

図－１６ 濾材流出防止網取り外し方法 

 
(11)担体流動ばっ気槽担体の交換・補充のチェック方法 
  以下の手順で担体流動ばっ気槽内担体の状況をチェックし、担体の交換又は補充が

 必要と判断された時、担体の交換又は補充を行ってください。 
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1)破損した担体量のチェック 

①担体流動ばっ気槽末端移流部の水面を観察する。 
②水面に破損した担体が全面に浮いている場合、担体の交換が必要となっている可能

 性があり、詳しく調べる。 
③担体流動ばっ気槽内から流動している担体１リットルを取り出し、担体の状況を調

 べる。担体中の破損した割合が50％を越えていた場合、担体の交換を行う。 
※前回の維持管理時に移流部の破損担体は撤去してあることを前提とする。 

 
2)担体全量のチェック 

①φ13mmの塩化ビニルパイプで、一方の長さが2000mmで他方の長さが500mmであるＬ

型の測定器具を予め製作しておく。 

②ばっ気を止める。 
③測定器具の500mmの部分を担体流動ばっ気槽の下部まで沈める。 

④測定器具を静かに持ち上げ、抵抗が生じる部分を探す。 
⑤抵抗が生じる部分の厚さを測定し、次の式により補充必要担体量を算出する。 

    補充必要担体量（袋）＝（80cm－厚さcm）×0.01×人槽（人） 
    ※担体１袋は4000個入り、45リットルである。  

⑥算出された補充必要担体量を補充する。 
注：上記の方法による測定結果は、ある程度の誤差を含んでいます。より正確に測定

するためには、担体流動ばっ気槽内の水を全量引き出し、槽底部からの担体充填量を

測定する必要があります。この場合、槽底部から担体層上部までの高さは700～800 

mmとなります。 
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６．異常時の対応方法 

  異常時の対応は以下の要領で行ってください。 
(1)ばっ気洗浄用ブロワの異常時の対応 

    状  況        原  因              処  置 

電源プラグが屋外コンセ

ントからはずれている 

設置者や管理者が電源プラグをはずし

たかどうかを確認してください。 
はずしたのであれば、その原因を特定し

解決してください。その後、通電しても

問題がないことを確認した上で、電源プ

ラグを屋外コンセントに差し込み通電

してください。 
また、通電後、タイマの各設定が正常か

どうかを確認してください。 

屋内のブレーカーのスイ

ッチが落ちている 

ブレーカーのスイッチが落ちた原因を

特定し、原因を解決してください。 
問題がなければ、ブレーカーを復帰させ

てください。 
また、通電後、タイマーの各設定が正常

かどうかを確認してください。 
ダイヤフラムが破れてい 

る 

ばっ気洗浄用ブロワはダイヤフラムが

破れると機器の保護のため動作を停止

します。ダイヤフラムを交換した後、オ

ートストッパー機能をリセットし復帰

させます。詳細はブロワの取扱説明書を

参照してください。 

また、通電後、タイマの各設定が正常か

どうかを確認してください。 

ばっ気洗浄用ブロワ

が動作していない 

断線している テスター等で、ブロワの配線が断線して

いないかを確認してください。 
断線であればブロワの修理が必要とな

ります。 
手動運転で吐出先が

切り替わらない 
（手動洗浄できな

い） 

電磁弁が故障している ブロワ自体は動作しているが、手動運

転で空気の吐出先がばっ気から洗浄に

切り替わらない場合、電磁弁の故障が

考えられます。この場合は、ブロワの

修理が必要となります。 
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(2)移送循環用ブロワの異常時の対応 
    状  況        原  因             処  置 

電源プラグが屋外コンセ

ントからはずれている 
設置者や管理者が電源プラグをはずし

たかどうかを確認してください。 
はずしたのであれば、その原因を特定し

解決してください。その後、通電しても

問題がないことを確認した上で、電源プ

ラグを屋外コンセントに差し込み通電

してください。 
屋内のブレーカーのスイ

ッチが落ちている 
ばっ気洗浄用ブロワと移送循環用ブロ

ワの両方が動作していない場合、屋内の

ブレーカーのスイッチが落ちている可

能性があります。この場合は、ブレーカ

ーのスイッチが落ちた原因を特定し、原

因を解決してください。問題がなけれ

ば、ブレーカーを復帰させてください。 

移送循環用ブロワが

動作していない 

ヒューズが切れている 移送循環用ブロワは過電流防止のため

に内部にヒューズが設けられています。

ヒューズが切れた場合は、ブロワの修理

が必要となります。 
移送循環用ブロワ 
が動作していない 

断線している テスター等で、ブロワの配線が断線して

いないかを確認してください。 
断線であればブロワの修理が必要とな

ります。 
放流水量の調整が 
できない 

放流水量調整装置が故障 
している 

ブロワ自体は動作しているが、放流水調

整装置の調整ツマミを回しても 
放流水量に変化がない（移送・循環装置

の動作サイクルタイムが変わらない）場

合、放流水量調整装置が故障している可

能性があります。この場合はブロワの修

理が必要となります。 

 
(3)定量移送・循環装置の異常時の対応 

    状  況        原  因              処  置 
移送循環用ブロワが動作し

ていない 
「移送循環用ブロワの異常時の対応」を

参照してください。 
（ブロワが動作している

が）送気されていない 
放流水量調整装置の目盛りを最大まで上

げてください。この状態でも送気されて

いなければ、配管の破損の可能性があり

ます。 

配管が破損した場合は、配管の補修を行

ってください。 
異物による詰まり 定量移送装置を引き上げて、内外の洗浄

を行ってください。 

定量移送装置が正常

に動作していない 

チャッキ弁の破損 定量移送装置を引き上げ、チャッキ弁の

交換を行ってください。 
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 注：流量調整部が最低水位となった時、定量移送・循環装置が停止しますが、水が流入

してくると正常に動作します。この状態は異常ではありません。 

 
    状  況        原  因              処  置 

移送循環用ブロワが動作し

ていない 
「移送循環用ブロワの異常時の対応」を

参照してください。 
（ブロワが動作している

が）送気されていない 
放流水量調整装置の目盛りを最大付近ま

で上げてください。この状態でも送気さ

れていなければ、配管の破損，空気漏れ

がないかを確認してください。破損，空

気漏れが確認された場合は、補修を行っ

てください。 
異物による詰まり 定量循環装置を引き上げて、内外の洗浄

を行ってください。 

定量循環装置が正常

に動作していない 

チャッキ弁の破損 定量循環装置を引き上げ、チャッキ弁の

交換を行ってください。 
  

(4)嫌気ろ床槽の異常時の対応 
    状  況        原  因              処  置 

使用水量が異常に多い 使用者に水道の使用状況を聞き、問題が

あれば、事情を説明し協力を依頼してく

ださい。 
放流水量調整装置の設定が

適切でない 
使用水量を推定し、実状に合わせて放流

水量調整装置を再設定してください。 

流量調整部が常に最

高水位である 

定量移送・循環装置が正常

に運転されていない 
「定量移送・循環装置の異常の対応」を

参照してください。 
汚泥発生量が異常に

多い 
トイレットペーパーの使用

量が多い 
使用者にトイレットペーパーの使用の状

況を聞き、多いようであれば、減らして

もらうように協力を依頼してください。 
汚泥発生量が異常に

多い 
アルコール類、油などを流

入させている 
使用者にアルコール類や油など負荷の

高いものを流入させていないかを確認

し、流入させているようであれば、やめ

てもらうように協力を依頼してくださ

い。 
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(5)担体流動ばっ気槽の異常時の対応 
    状  況        原  因              処  置 

ばっ気洗浄用ブロワが動

作していない 
「ばっ気洗浄用ブロワの異常時の対応」を

参照してください。 
送気されていない 配管の破損，空気漏れがないかを確認して

ください。破損，空気漏れがある場合は、

補修を行ってください。 

ばっ気されていない 

ディフューザが目詰まり 
している 

散気管を引き上げ、ディフューザユニット

の掃除を行ってください。掃除で問題が解

消されない場合、ディフューザユニットの

交換を行ってください。 
散気管がずれて設置され 
ている 

散気管を一旦取り外し、正しい位置に取り

付けてください 。 
水流に大きな偏りが

見られる 

ディフューザが目詰まり 
している 

散気管を引き上げ、ディフューザユニット

の掃除を行ってください。掃除で問題が解

消されない場合、ディフューザユニットの

交換を行ってください。 
ブロワに異常がある 「ばっ気洗浄用ブロワの異常時の対応」を

参照してください。 
ディフューザが目詰まり

している 
散気管を引き上げ、ディフューザユニット

の掃除を行ってください。掃除で問題が解

消されない場合、ディフューザユニットの

交換を行ってください。 

担体が流動化してい

ない 
又は担体の流動化が

うまくいっていない 

担体が水になじんでいな

い 
運転初期に担体が水になじんでいないた

め、担体がうまく流動化しない場合があり

ます。通常は、１週間以内に流動化するよ

うになります。 
担体の流動化がうまくい

っていない 
前項の「担体の流動化がうまくいっていな

い」を参照してください。 
溶存酸素濃度にばら

つきがある 
槽底部に汚泥が堆積して

いる 
ばっ気がうまく行われていない可能性が

あります。前項の「水流に大きな偏りが見

られる」を参照してください。 
多量のＳＳが浮遊し

ている 
異常な高負荷がかかって

いる 
ＳＶ30が10%以内であれば正常の範囲で

す。 
嫌気ろ床槽からのＳＳの流入の有無、アル

コール類，油等の流入の有無を確認してく

ださい。 
槽内水位が異常に高

い 
移流管の閉塞 担体流動ばっ気槽末端の移流管の空気洗

浄を行ってください。 
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(6)高速固液分離槽の異常時の対応 
    状  況        原  因             処  置 
濾材層に多量の生 
物膜が付着してい 
る 

異常な高負荷がかかって 
いる 

前項の「高速固液分離槽の空気洗浄方

法」を参照し、空気洗浄を行ってくださ

い。 
 

 
(7)各単位装置には問題がないが、処理機能が低下した場合 
 各単位装置において異常が認められなかった場合、一時的な機能の低下か、継続的な

機能の低下かを判断するために、使用者に次のことを確認してください。 
・多量の水や化学薬品，カビ駆除剤を使いませんでしたか。 

・天ぷらの廃油を流しませんでしたか。 
・法事などで、通常より人が増えたことはありませんか。 

 一時的な機能の低下と判断される場合は、そのままの状態で機能回復の確認を行って

ください。 

 逆に薬品，天ぷらの廃油の流入があり、そのままでは機能回復が困難と判断される場

合は、使用者にそれらを流さないように協力を要請するとともに、早急に清掃の手配を

とり、清掃してください。 
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７．清掃作業要領 

 ＫＮ－ＲＴ型は基本的に担体流動ばっ気槽および高速固液分離槽の清掃の必要がない

構造となっています。担体流動ばっ気槽，高速固液分離槽の清掃は、何らかの原因で槽内

の汚泥引抜が必要となった場合のみ、行ってください。 

  
７．１  清掃作業の手順 
(1)嫌気濾床槽 

①嫌気濾床槽第１室は、まず濾材上部のスカム・夾雑物を引き抜いてください。底部か

ら引き抜きを始めるとスカム、夾雑物が濾材の中へ入り込んでしまいます。 

②次に角形移流管からバキュームホースを差し込んで、底部から汚泥を全量引き抜いて

ください。 

③引き出した後は、槽内を濾材の上部より圧力水で洗浄し、洗浄液も引き抜いてくださ

い。 

④嫌気濾床槽第２室は、嫌気濾床槽第１室と同じ要領で、汚泥の堆積状況に応じた量を

引き抜いてください。また、流入・流出管、臭突管、汚泥移送管、ます、機器類等の付

着物や沈殿物等を水で洗浄してください。 
⑤清掃後は、必ず流量調整部の最低水位まで清水を張ってください。浄化槽の使用者は、

清掃作業の終了を確認してから使用を開始してください。 

 

① ② ③

④ ⑤

 

 
図－１７ 嫌気ろ床槽の清掃作業手順 

 
(2)担体流動ばっ気槽 

 担体流動ばっ気槽は、通常の使用状態では、汚泥の引き抜き作業は必要がありません。

しかし、例えば、油の大量流入などにより、担体流動ばっ気槽の清掃が必要となった場

合は、充填されている担体を引き抜くことがないように十分に注意してください。 
①移流管内部に設置されている定量循環装置を取り外し、外に出してください。 

②移流管にバキュームホースを差し込んで、底部から汚泥を引き抜いてください。移流



- 37 - 

管の下端には、担体流出防止網が設置されているため、ここから汚泥を引き抜く限り、

担体を汚泥と共に引き抜くことはありません。移流管以外から引き抜くことは、絶対に

行わないでください。 

③汚泥の引き抜きが終わったら、定量循環装置をもとの状態に戻してください。 
④担体流動ばっ気槽の既定の水位まで、水張りを行ってください。 

 
(3)高速固液分離槽 

 高速固液分離槽は、通常の使用状態では、汚泥の引き抜き作業は必要がありません。

しかし、例えば、油の大量流入などにより、高速固液分離槽槽の清掃が必要となった場

合は、充填されている濾材を引き抜くことがないように十分に注意してください。 
①まず高速固液分離槽濾材層の空気洗浄を行います。 

②移流管にバキュームホースを差し込んで、底部から汚泥を引き抜いてください。濾材

層の下には、濾材受けを設置しているため、ここから汚泥を引き抜く限り、濾材を汚泥

と共に引き抜くことはありません。移流管以外から引き抜くことは、絶対に行わないで

ください。 

③汚泥の引き抜きが終わったら、高速固液分離槽の既定の水位まで、水張りを行ってく

ださい。 

 
７．２  清掃記録表 

 清掃の記録は、次頁の浄化槽清掃記録表に記録し、３年間保存してください。 
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                                                             （3年間保存） 
高性能浄化槽清掃記録表  

設置者名  住  所                            TEL 
浄化槽型式 クボタ浄化槽 ＫＮ－  ＲＴ型 
処理方式 流量調整に嫌気濾床、担体流動ばっ気及び高速固液分離を組み合せた方式 
製造業者 株式会社クボタ 製造番号  
処理対象人員  計画汚水量                   ｍ3/日 
実使用人員  建築物用途    住宅  その他（       ） 
清掃年月日 平成    年   月   日   ：  天  候  
清掃用件 定期・契約・要請・その他(                                          ) 
槽内に入って清掃作業を行う必要 有・無（酸素濃度：  mg/l，硫化水素濃度：  mg/l） 
                            清  掃 作 業 内 容 

          引き抜き作業内容 単位装置名 
有・無     対 象 物 引き抜き量 

洗浄の実 
施の有無 

 張り水の量 

第１室   －  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無         ｍ3 嫌気ろ床槽 
第２室 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無         ｍ3 

注１：嫌気ろ床槽は清掃後の水張りを、Ｌ．Ｗ．Ｌ（低水位）まで行うこと 
注２：下欄の部位の清掃は必要に応じて行うこと。また、清掃を行った場合は清掃後、所定の位置まで水張

りを行うこと。 
注３：担体流動ばっ気槽の清掃を行う場合は、担体を汚泥とともに引き出すことのないよう、末端の移流口

兼汚泥引抜管より行うこと。このとき、この部位に設置されている定量循環装置を取り外すこと。 
注４：高速固液分離槽の清掃を行う場合は、ろ材を汚泥とともに引き出すことのないよう、移流口兼清掃孔

より行うこと。 
消毒槽 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無    － 

担体流動ばっ気槽 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無         ｍ3 
高速固液分離槽 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無         ｍ3 
原水ポンプ槽 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無 
放流ポンプ槽 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無 
流入管渠 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無 

そ 
の 
他 

放流管渠 有・無  スカム・堆積物・全量・洗浄水        ｍ3  有・無 

張り水の種類 
・上水 
・その他 
 （       ） 

    総   量  作業車（   トン車   台）            ｍ3                  ｍ3 
内部設備の破損・変形  有・無（その状況                                            ） 
修理の必要性  有・無（その状況                                            ） 
使用上の注意  有・無（その状況                                            ） 

管 
理 
者 
へ 
の 
連 
絡 
事 
項 

その他 

清掃作業の担当者名 会社名                  印 
住所 
TEL. 

緊急時の連絡先 
TEL. 
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８．アフターサービス                        

  １）保証期間：本体３年間 、 駆動部(ブロワ)１年間 

  ２）アフターサービス体制 

    市町村職員や浄化槽管理者から当社の製品に関する質問、あるいは、クレームがあった場合、
以下のような体制で対処しています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

（株）クボタ       ------ 営業・サービス担当 

クボタ浄化槽システム㈱    サービス代行店 

 
（株）クボタ 滋賀工場  ------ 浄化槽課 品質保証担当 

販 売 施 工 

代  理  店 

サービスセンター 

維持管理業者 

市町村 

職員 

浄化槽管理者 

（設置者･施主様） 
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要
領
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理
依
頼 

指
導
・
教
育
・
講
習
会 

設
置
先
の
連
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ム
処
理
依
頼 

正
し
い
使
い
方
の
指
導 

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス 

維
持
管
理
契
約 

ク
レ
ー
ム
発
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浄化槽課 

営業・サービス担当 

滋賀工場浄化槽課 

品質保証担当 

技術担当 

クボタ浄化槽システム㈱ 

㈱クボタ 

問い合わせ 

返答 

返答 

㈱クボタ 

ク
レ
ー
ム
発
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ク
レ
ー
ム
処
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設
置
先
の
連
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浄
化
槽
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持
管
理
要
領
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取
扱
説
明
書
・
保
証
書 
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３）部品の購入及びクレームについて 

 

 部品の購入及びクレームについては、販売工事店を通じて、または最寄りの㈱クボタ浄化槽課、

クボタ浄化槽システム㈱（ＴＥＬ直通）まで連絡ください。 

 構造上・機能上の問い合わせ・相談については、最寄りの㈱クボタ浄化槽課、クボタ浄

化槽システム（株）まで連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ、ご相談は最寄りの営業窓口へご連絡ください。 

 

株式会社クボタ  浄化槽事業部  クボタ浄化槽システム株式会社 

本   社 〒５５６-８６０１ 大阪市浪速区敷津東一丁目２-４７ ＴＥＬ０６-６６４８-２７３２ ＦＡＸ０６-６６４８-２７１６  本  社 〒５５６-８６０１  大阪市浪速区敷津東１－２－４７ ＴＥＬ０６-６６４８-３５８０  ＦＡＸ０６-６６４８-３５８８ 

東京本社 〒１０３-８３１０ 東京都中央区日本橋室町三丁目１-３ ＴＥＬ０３-３２４５-３７０８ ＦＡＸ０３-３２４５-３７２０  東京支店 〒１０３-８３１０ 東京都中央区日本橋室町３-１-３ ＴＥＬ０３-３２４５-３７０８ ＦＡＸ０３-３２４５-３７２０ 

東北支社 〒９８０-０８１１ 仙台市青葉区一番町四丁目６-１ ＴＥＬ０２２-２６７-９０２０ ＦＡＸ０２２-２６７-８９３７  九州支店 〒８１２-８６９１  福岡市博多区博多駅前３-２-８住友生命ビル６Ｆ ＴＥＬ０９２-４７３-２５４０  ＦＡＸ０９２-４７３-２５８１ 

中部支社 〒４５０-０００２ 名古屋市中村区名駅三丁目２２-８ ＴＥＬ０５２-５６４-５１２１ ＦＡＸ０５２-５６４-５１２９  東北営業所 〒９８０-０８１１  仙台市青葉区一番町４-６-１ ＴＥＬ０２２-２６７-９０２０  ＦＡＸ０２２-２６７-８９３７ 

中国支社 〒７３０-００１１ 広島市中区基町５-４４ ＴＥＬ０８２-２２５-５５５６ ＦＡＸ０８２-２２５-５５７３  東関東営業所 〒２７７-０８７２  柏市大青田７１９-１ＫＢＳクボタビル３Ｆ ＴＥＬ０４-７１３７-４６６６  ＦＡＸ０４-７１３７-４６６７ 

四国支社 〒７６０-００５０ 高松市亀井町２-１ ＴＥＬ０８７-８３６-３９１６ ＦＡＸ０８７-８３６-３９１９  中部営業所 〒４５０-０００２  名古屋市中村区名駅三丁目２２-８大東海ビル ＴＥＬ０５２-５６４-５１２１  ＦＡＸ０５２-５６４-５１２９ 

九州支社 〒８１２-８６９１ 福岡市博多区博多駅前三丁目２-８ ＴＥＬ０９２-４７３-２５４０ ＦＡＸ０９２-４７３-２５８１  中国営業所 〒７３０-００１１  広島市中区基町５-４４広島商工会議所ビル ＴＥＬ０８２-２２５-５５５７  ＦＡＸ０８２-５０２-２２３６ 

南九州営業所 〒８９２-０８４４ 鹿児島市山之口町１-１０ ＴＥＬ０９９-２２４-７１７１ ＦＡＸ０９９-２２６-１３４９  四国営業所 〒７６０-００５０  高松市亀井町２-１朝日生命ビル６Ｆ ＴＥＬ０８７-８３６-３９１６  ＦＡＸ０８７-８３６-３９１９ 

      南九州営業所 〒８９２-０８４４  鹿児島市山之口町１-１０中央ビル７Ｆ ＴＥＬ０９９-２２４-７１７１  ＦＡＸ０９９-２２６-１３４９ 

      新潟出張所 〒９５０-００８７  新潟市東大通１-２-２３北陸ビル４Ｆ ＴＥＬ０２５-２４１-８１９１  ＦＡＸ０２５-２４１-２１６８ 

      長野出張所 〒３８１-０８４２  長野市稲田１-２７-２９ ＴＥＬ０２６-２５９-６８４６  ＦＡＸ０２６-２５９-６８４６ 

      静岡出張所 〒４２２-８０６７  静岡市南町１８-１サウスポット静岡５Ｆ ＴＥＬ０５４-２０２-２１５０  ＦＡＸ０５４-２０２-２１１４ 

      岡山出張所 〒７１０-０８０５  倉敷市片島町１０１８-６ ＴＥＬ０８６-４６５-７５６６  ＦＡＸ０８６-４６５-７８４８ 

      松江出張所 〒６９０-００１５ 松江市上乃木７丁目１０-８永原第２ビル２Ｆ ＴＥＬ０８５２-２４-９１６０ ＦＡＸ０８５２-２４-９１６０ 

      長崎出張所 〒８５６-０８０５  大村市松竹本町ステーションビル高月１０２号 ＴＥＬ０９５７-４９-０３１０  ＦＡＸ０９５７-４９-０３１１ 

      大分出張所 〒８７０-０９２１  大分市萩原３丁目２３-１５日商ビル２Ｆ ＴＥＬ０９７-５５３-３１５６  ＦＡＸ０９７-５５３-３１５６ 
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